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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

従来の利用者には好評であるが、利用者数に大きな伸びはない。重度要介護者等の衛生状態の向上に役立っている。

改革改善

の考え方

①問題

点

多くの方に制度を知ってもらう必要がある。

②改革

提案

慰労短期入所制度・介護者疲労回復事業と組み合わせ・効果的に利用方法を周知する。

総事業費①+② 1,040 1,185 957

人件費計（千円）② 0 0

0

正規職員所要時間

臨時職員所要時間

一般財源 1,040 1,185 957

その他

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 1,040 1,185 957 0

25年度予算額 特定財源内訳、補足事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

1寝具洗濯乾燥事業

２訪問理美容サービス事業

１利用者実数

２利用者実数

１　１５８人

２　８５人

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

寝具洗濯乾燥事業　在宅において介護を受けている重度要介護者が使用する敷布団を丸洗い乾燥することによりその衛生を保持し、在宅

介護の向上と在宅福祉の推進に寄与することを目的とする。　年間１人敷布団２枚まで

訪問理美容サービス事業　寝たきりその他身体の不自由により訪問による理容または美容を利用せざるを得ない重度要介護者等の経済的

負担の軽減を図り、もって重度要介護者等の福祉増進を図る。　年間１枚１，０００円６枚まで

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

利用者実数／対象者数×１００ 6 5

9

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

利用者実数／対象者数×１００ 10

28年度見込み

要介護者３，４，５の認定を受けた

方を在宅で介護している介護者数

1735

意図（どういう状態

にするか）

布団の洗濯乾燥をし衛生状態を保つ。訪問理美容の利

用により衛生状態の向上、また経済的負担の軽減を図

る。

重度身体障害児者を在宅で介護し

ている介護者数

39向上させたい上位施

策の成果指標

安心して暮らせる高齢者の割合

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を）

要介護３，４，５の認定を受けた方を在宅で介護している

介護者

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 35 高齢者福祉の推進

基本計画上

の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

課等名 介護高齢課 係等名 高齢者係

事業種別 政策 開始 1 終了

事務事業名

会計 一般会計

高齢者等の生活支援事業（一般会計）

35 事業№ 14 55平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 3 施策№


